10/28/2003　経済数学II

以下のURLにアクセスのこと。

http://www.econ.keio.ac.jp/staff/ito/
古典的なラグランジュ乗数法の範囲で、ラグランジュ乗数の意味を考える。
最初に、費用関数の問題を考える。費用関数とは、ある産出量に対してどれだけ費用がかかるかを関数の形で示したもの。

もともとの費用関数の導出の背後には、与えられた産出量を達成するために必要なさまざまな生産要素の投入の価値額（生産費用）の最小化という、生産者にとっての最適化行動がある。

「ある生産量を達成するために可能な生産要素の組み合わせが複数（無数）にあるとき、合理的な生産者は費用を最小にする生産要素の組み合わせを選ぶはずだ」という大前提があると言い換えることができる。

ひとつは、生産技術ともうひとつは、各生産要素の市場価格を所与として、設定される費用最小化問題という最適化問題の解として、総費用関数が求まるという話。

1． 生産技術は、生産関数によって表現される。各投入要素の量に対して、どれだけの産出量がなされるかを関数としてしめしたもの。

2. 各生産要素の、市場価格。労働用役の価格としての賃金率、原料の価格、資本設備のレンタル料金。

生産関数の制約と、所与の産出量、所与の生産要素価格の下で設定された費用最小問題におけるラグランジュ乗数は、実は限界費用関数そのものになっている。

「一般に合理的生産者は、生産技術の制約のもとで、利潤を最大化する」と考えるのが、普通。

演習：Q = √KLを生産関数とした場合、どのような総費用関数、限界費用関数、供給曲線が導かれるか。

この演習が解けた人は、エライ？

解けない、途中がどうすればわからなくった人は、ミクロ初級の先生に尋ねてみましょう。

以上で、古典的最適化問題をひとまず終えて、現代的最適化問題に対する解としてKuhn-Tuckerの条件を問題とする。

不等式制約を中心にしたKuhnとTuckerの問題設定は、等式制約も表現できる、より一般的な問題設定であることに注意。

来週は、KT定理の証明と、それに登場するMFの定理の説明を行う。MFの定理は、数理ファイナンスの理論すべての基礎といって過言でない。
